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第8回
野尻川ヤマメ釣り大会

●

７
月
２８
日
の
日
曜
日
、
恒
例
の
ヤ
マ
メ
釣
り
大
会
が

野
尻
川
流
域
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
野
尻
川
ヤ

マ
メ
の
里
育
成
会

（瀬
井
公
正

会
長
）
が
ヤ

マ
メ
の
稚
魚
放
流
な
ど
に
よ
り
、
野
尻
川

を
核
と
し
た
地
域
の
活
性
化
を
図
ろ
う
と
い
う
も
の
で
、

川
の
汚
染
防
止
と
美
化
整
備
に
も
心
が
け
、
魚
が
棲
み

や
す
い
環
境
作
り
に
努
力
し
て
い
ま
す
。

こ
の
日
は
、
町
内
外
か
ら
約
１
０
０
人
が
参
加
。
台

風
９
号
と
Ｈ
号
の
通
過
で
増
水
し
て
い
た
せ
い
か
、
多

く
の
参
加
者
が
苦
戦
す
る
中
、
な
ん
と
３４

側
の
大
き
な

イ
ワ
ナ
を
釣
り
上
げ
た
人
も
い
ま
し
た
。

表
彰
式
の
後
は
ヤ

マ
メ
の
つ
か
み
取
り
大
会
が
行
わ

れ
、

６３
人
の
参
加
者
は
素
早
い
動
き
を
す
る
ヤ
マ
メ
に

悪
戦
苦
闘
し
て
い
ま
し
た
。

●
大漁賞
1位  3,000g 石川衛明(大津町)

2位 2,8509 瀬井美智夫 (高森町)

3位 2,830g 本田恵蔵 (矢部町)

大物賞
1位  34 0cm
2位 30 0cm
3イ立 25 5cm

弓取 武 (熊本市 )

桐原七郎 (高森町)

桐原裕美 (高森町)

ヌルヌル感が気持ち悪い?

夏本番を迎え、湧水 トンネル公園には涼

を求めてたくさんの方々が訪れています。

気温17℃ の トンネル内にあるウォーター

パールの前では、不思議な動きをする水の

真珠を直接手で触れなが ら、暑い夏のひと

時を楽 しむ人たちでにぎわっています。

遠かったで賞

堤 朝房 (福岡県田川市 )

眠かったで賞

金瀬丈夫 (午前3時来場 )

町内各小学校から寄せられた短冊も公園内に飾り付けられ、
七夕まつりを盛り上げました。

昨年に続き大漁賞に

輝いた石川さん

34cmの 巨大なイワナ

水と緑と上 の お しヽ 、 し つ IJ:し ｀

`石
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◎ に 本誌は再生紙を使 用 て まヽす。
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各賞の結果 (敬称略)
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子どもの夢を育て幸せな町 |こ します。

します。

4.勤労を尊び、産業を振興し活力のある町にします。

5.スポーツ|こ 親しみ、心身をきたえ健全な町にします。



ん
うゃ鷺ち想

赤
た

おめでた・お くやみ
2002年 6月 受付分  (敬称略 )

藤本 梢吾 ちゃん

(高森・下町)5.26生
父 政 実

母 真理子
田
フプ

鋏

渫
(住 所 )

芹口。芹口

色見。戸狩

尾下。多々野

中 。中村

尾下。多々野

高森・横町

草部。宮原

(死亡者 )(年齢)(御遺族 )

手嶋 光男 76手嶋セツ子

岩下 ツヤ

瀬井 浪夫

甲斐千代壽

曽宮ナツコ

津留 貞利

芹 口 昭也

岩下 幹男

瀬井 幸一

甲斐世津雄

曽官 勝馬

津留セキ子

芹口三代子

曽官勝馬

２

２

０

７

５

５

８

８

８

８

８

７

人 口の動 き

6月 末日現在 (前月との比較)

世帯数 2,629(+5)
男  3,694(-5)
女  4,004(-8)

総 数 7,698(-13)

C
善 黄 の 灯

あ りが とうござい ま した

(敬称略 )

■町社会福祉協議会ヘ

<香典返 し> 今村タキ子
野尻 ツ ヨ

■広報送料寄付
藤川多美 (蘇陽町 )

く

う

お
も

や み
しあ げ ます

■
と
　
き
　
８
月
２４
日

（土
）

午
後
１
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
芙
蓉
館

（担
当
弁
護
士
は
熊
本
県
弁
護
士

会
の
龍
野
勇
さ
ん
で
す
。
）

年

金

相

談

国
民
年
金
、
厚
生
年
金
、
社
会
保

険
に
つ
い
て
の
相
談
や
申
請
受
付

を
行
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
と
　
き
　
８
月
２３
日

（金
）

午
前
１０
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

林
業
相
談
室

高
森
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は

次
の
と
お
り
心
配
ご
と
相
談
所
を

開
設
い
た
し
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

草
部
地
区

■
と
　
き
　
８
月
１６
日

（金
）

午
前
１０
時
か
ら
正
午
ま
で

■
と
こ
ろ
　
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー

野
尻
地
区

■
と
　
き
　
８
月
２２
日

（木
）

午
前
１０
時
か
ら
正
午
ま
で

■
と
こ
ろ
　
朋
遊
館

嵩
森

・
色
見
地
区
―

■
と
　
き
　
９
月
１０
日

（火
）

午
後
１
時
か
ら
３
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
芙
蓉
館

熊
本
県
保
険
医
協
会
で
は
、
テ

レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
に
よ
り
、
健
康

情
報
を
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

８
月
の
テ
ー
マ
は
次
の
と
お
り

で
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

■
月
　
坐
骨
神
経
痛

■
火
　
足
の
む
く
み

■
水
　
し
み

。
そ
ば
か
す
の
ケ
ア

■
木
　
歯
ブ
ラ
シ
だ
け
で
は
磨
き

き
れ
な
い

■
金
　
多
汗
症

■
土

ｏ
日
　
自
律
神
経
失
調
症

※
モ
シ
モ
シ
健
康
情
報

ｈ
０
９
６

‐
３
８
５
‥
３
３
０
０

●

死
亡
し
た
牛
の
届
出
が

義
務
化
さ
れ
ま
す

２４
ヶ
月
齢
以
上
の
死
亡
牛
を
検

案
し
た
獣
医
師

（獣
医
師
が
い
な

い
場
合
は
死
体
の
所
有
者
）
は
、
そ

の
地
域
を
管
轄
し
て
い
る
家
畜
保

健
衛
生
所
に
届
け
出
る
こ
と
が
義

務
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
１５
年
４
月
１
日
か

ら
、

２４
ケ
月
齢
以
上
の
死
亡
牛
は

原
則
と
し
て
家
畜
伝
染
病
予
防
法

に
基
づ
く
Ｂ
Ｓ
Ｅ
検
査
を
受
け
る

こ
と
と
な
り
ま
す
。

■
熊
本
県
阿
蘇
家
畜
保
健
衛
生
所

防
疫
課

■
０
９
６
７

‐
２
２

‐
０
０
４
１

夜
間
休
日
等
は
Ｆ
Ａ
ｘ
で
も
受
付

い
た
し
ま
す
。

Ｆａ

０

９

６

７

‐

２

２

‐

４

６

１

２

●

法

律

相

談

（
無

料

）

　

心

配

ご

と

相

談

　

　

も

し

も

し

健

康

情

報

■ん潜で彗えヨ

ンケート調査結果

●

●

現在、高森町は阿蘇南部 5町村 (西原村は離脱

しました。)の枠組みで町村合併を検討 しておりま

すが、今後の本町の合併に対する研究資料とさせ

ていただ くため、6月 下旬か ら7月 にかけて住民

の方々か らご意見・ご要望をお聞きするアンケー

ト調査を実施いた しま した。

多くの住民の方々にご協力を賜 り厚 くお礼申し

上げます。その結果がまとま りま したのでお知 ら

せいた します。

あなたは、町村合併について座談会や

回覧で見た り聞いた りしたことがあり

ますか ?

あなたのお住まいはどこですか?

南阿蘇地域では 6か町村合併を基本枠組みとして検討を重ねてきましたが、6月 10

日に開催 された 「南阿蘇地域町村合併検討会」で、西原村が南阿蘇 6町村の任意協議

会に参加 しないことを表明されました。

また、自水村か らは 3村 (白 水村 。久木野村・長陽村)枠組みでの合併の提案
がなされ、各町村 とも持ち帰って検討す ることになっています。

その よ うなことか ら、本町では今回のアンケー ト調査の結果 を踏 まえ、町 と

町議会の特別委員会 とで今後の方針 を検討 して、次回の 「南阿蘇地域町村合併

検討会」 に臨む ことに しています。

(2)

工  事  名 工  期 請負金額 (円 ) 請 負 者

高森中学校第 1期解体工事
5.20～

6.30 22,932,000 大東商事い

議 会 空調 設備 改 修 工事
6.5～

7.15 5,343,949
1本射九電 工
南阿蘇営業所

大切畑・下切線
道路改良舗装工事

6.10^シ
9.20 20,149,500 同佐藤建設

下町・湧水館線
道路整備工事

6.5ハウ

8.31 26,407,500 (資)石原建設

平成 14年度
地籍調査測量業務委託

7.4～
H15.3.24 24,360,000 いスペック

公営住宅下町A団地第2期

既設住棟解体撤去敷地造成工事
7.1ハシ

8.30 9,156,000 西田建設1襴

(17) 温泉館休館日 8月 21日 (水 )、 9月 18日 (水 )

入

本L

結
田
コド
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口長陽 )

コ長陽 )

休

日

在

宅

医

診
療
は
午
前
９
時
か
ら

午
後
５
時
ま
で

８
月
Ｈ
日

馬
原
内
科
医
院

Ｔｅ‐
②
‐
０
６
４
６

８
月
‐８
日

立

野

病

院

Ｔｅ‐
③
‐
０
１
１
１

８
月
２５
日

中

村

内

科

Ｔｅ‐
⑦
‐
２
３
３
３

９
月
１
日

立

野

病

院

Ｔｅ‐
③
‐
ｏ
ｌ
ｌ
ｌ

９
月
８
日

寺

崎

医

院

Ｔｅ‐
②
‐
ｏ
３
７
８

９
月
‐５
日

南
郷
谷
整
形
外
科
医
院

Ｔｅ‐
②
‐
３
３
５
１

９
月
１６
日

渡

辺

内

科

Tel

⑦
|

1

7
7
7

ある

85% 高森地区
59%

「
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「
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◆ 現在までの状況

野尻地 区

13% 13%

上色見・

色見地区



熊
本
県
司
法
書
士
会
の

無
料
相
談

サ
ラ
金

・
ク
レ
ジ

ツ
ト
等
の相

談

ク
レ
ジ

ツ
ト
や
サ
ラ
金
の
支
払

い
に
困
っ
て
い
る
方
、
暴
力
的
な

取
立

て
や
身
に
覚
え

の
な

い
請

求
、
保
証
人
で
も
な
い
の
に
請
求

が
来
た
等
、
い
ろ
ん
な
相
談
に
応

じ
ま
す
。

多
重
債
務
の
問
題
は
、
早
期
に

相
談
す
れ
ば
そ
れ
だ
け
解
決
が
早

く
な
り
、
手
続
き
も
簡
単
で
す
。

こ
の
機
会
に
ど
う
ぞ
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

■

日
時

毎
週
木
曜
日

（祝
祭
日

口
年
末

年
始
を
除
く
）

午
後
６
時
か
ら
午
後
８
時
ま
で

■
相
談
電
話
番
号

０
９
６

‥
３
６
４

‐
０
８
０
０

■
面
談
に
よ
る
相
談
も
受
け
付
け

ま
す

（予
約
は
い
り
ま
せ
ん
）

配
偶
者
か
ら
の
暴
力
に

関
す
る
相
談

Ｄ
ｖ
防
止
法

（配
偶
者
か
ら
の

暴
力
の
防
止
及
び
被
害
者
の
保
護

に
関
す
る
法
律
）
が
昨
年
１０
月
に

施
行
さ
れ
ま
し
た
。

熊
本
県
下
で
の
Ｄ
Ｖ

（ド
メ
ス

テ
イ
ツ
ク
バ
イ
オ
レ
ン
ス
）
問
題

に
関
す
る
相
談
は
年
々
増
加
傾
向

に
あ
り
、
婦
人
相
談
所
に
よ
せ
ら

れ
た
相
談
件
数
は
昨
年
度
３
１
７

件
に
上
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
熊
本

県
青
年
司
法
書
士
会
で
は
、
配
偶

者
か
ら
の
暴
力
に
お
び
え
な
が
ら

耐
え
忍
ん
で
い
る
方
の
救
済
を
目

的
と
し
て
無
料
相
談
会
を
開
催
し

ま
す
。

■
日
時

平
成
１４
年
８
月
３１
日

（土
）

午
前
１０
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

■
相
談
電
話
番
号

０
９
６

‐
３
６
４

１
０
８
０
０

■
当
日
は
面
談
に
よ
る
相
談
も
受

け
付
け
ま
す
の
で
、
そ
の
場
合
事

前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

０

９

６

‐

３

５

１

‥

４

４

８

８

（担
当

‥
松
下
）

■
熊
本
県
司
法
書
士
会
館

熊
本
市
大
江
４
丁
目
４
番
３０
号

阿
蘇
地
域
精
神
障
害
者
家
族
会

の
ご
案
内

精
神
科
の
治
療
で
、
症
状
を
和
ら

げ
た
り
、
自
立
し
た
社
会
生
活
を
行

う
た
め
に
は
、
入
院
治
療
や
薬
物
療

法
だ
け
で
な
く
、
身
近
な
家
族
や
周

囲
の
人
々
の
適
切
な
対
応
や
理
解

が
大
切
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

阿
蘇
地
域
精
神
障
害
者
家
族
会

は
、
他
人
に
は
言
え
な
い
悩
み
を
家

族
同
士
で
語
り
合
い
、
互
い
に
励
ま

し
合
い
、
助
け
合
う
と
こ
ろ
で
す
。

障
害
者
を
抱
え
た
家
族
の
会
と

し
て
、
病
気
と
ど
の
よ
う
に
生
活
し

て
い
く
か
等
を
保
健

。
医
療

・
福
祉

機
関
の
支
え
を
受
け
な
が
ら
活
動

し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
あ
な
た
も
入
会
さ
れ
ま
せ

ん
か
。

■
お
問
い
合
わ
せ

・
入
会
手
続
き

ま○
阿
蘇
地
域
精
神
障
害
者
家
族
会

会
長
　
平
　
武
徳

■
０
９
６
７
‥
４
４
‐
０
０
３
２

０
阿
蘇
保
健
所
　
保
健
予
防
課

ｈ
０
９
６
７
‥
３
２
‐
０
５
３
５

０
阿
蘇
や
ま
な
み
病
院
総
合
支
援
室

ｈ
０
９
６
７
‐
２
２
‐
０
５
２
５

０
高
森
町
役
場
　
福
祉
係

Ｌ
２
‐
１
１
１
１
（内
線
１
２
１
）

通
信
制
高
校
で

学
ん
で
み
ま
せ
ん
か

生
涯
学
習
を
め
ざ
す
人
、
人
生

の
転
機
を
考
え
る
人
、
高
校
を
中

退
し
て
し
ま

っ
た
人
、
不
登
校
で

進
学
を
断
念
し
た
人
、
自
宅
で
勉

強
し
、
３
年
間
で
高
校
が
卒
業
で

き
ま
す
。

◎
学
習
は
次
の
よ
う
に
し
て
進
め

ら
れ
ま
す
。

①
放
送
講
座
を
聴
き
な
が
ら
自

宅
で
学
習
。

②
レ
ポ
ー
ト
を
作
成
し
て
提
出
、

添
削
指
導
を
受
け
る
。

③
二
学
期
制
で
学
期
に
７
回

（年
間
１４
回
）
、
日
曜
日
の
面
接
指

導

（
ス
ク
ー
リ
ン
グ
）
へ
出
席
し
、

授
業
を
受
け
る
。

④
学
期
毎
の
定
期
テ
ス
ト
を
受

け

る
。

◇
願
書
受
付
期
間

９

月

２

日

～

９

月

２０

日

■
詳
し
い
お
問
い
合
わ
せ
は

東
海
大
学
付
属
望
星
高
等
学
校

熊
本
校
　
一Ｔ
８
６
２
‐
０
９
７
０

熊
本
市
渡
鹿
九
丁
目
１
の
１

■
０
９
６

‥
３
８
３
‐
７
３
３
０

ご
み
ゼ
ロ
ロ
リ
サ
イ
ク
ル
促
進

ポ
ス
タ
ー

コ
ン
ク
ー
ル
募
集

ご
み
の
減
量
、
過
剰
包
装
の
抑

制
、
リ
サ
イ
ク
ル
を
意
識
し
た
分

別
収
集

へ
の
協
力
等
を
テ
ー

マ
と

し
た
ポ

ス
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
区
分
　
小
学
校
低
学
年
の

部

（
１
年
生
～
３
年
生
）
。
小
学
校

高
学
年

の
部

（
４
年
生
～
６
年

生
）
。
中
学
生
の
部

■
応
募
規
格
　
四
つ
切
り
画
用
紙

（３
８
０

皿
×
５
４
０

皿
）
又
は
Ｂ

３
版
（３
６
４

ｍｍ
×
５
１
５

皿
）
と

し
、
画
材
は
特
に
問
い
ま
せ
ん
が
、

立
体
性
の
あ
る
作
品

（
の
り
等
を

使
用
し
て
張
り
付
け
た
も
の
）
は

不
可
。

■
１
学
校
に
つ
き
募
集
区
分
ご
と

１０
点
以
内
の
応
募
と
す
る
。

■
締
め
切
り

平
成
１４
年
９
月
６
日

（金
）

■
応
募
先
及
び
問
い
合
わ
せ
先

役
場
保
健
推
進
係

ｈ
２
‐
１
１
１
１

（内
線
１
２
５
）

あなたは、合併の必要性についてどう思いますか ?●
●   ●

●   ●

町村合併をどの町村とした

いと思いますか?

その他 4%

ロ

JAJ
早

リレリレリサ

役場の支払日 8/15(木 )、 8/26(月 )、 9/5(木 )、 9/17(火) 時間9嘲 らヽ15時まで (16)

アンケー ト調査の概要

対  象

調査方法

回 答 数

回 答 率

平成 14年 6月 18日 現在 の全世帯

2,610世帯

役場職員が各戸配布 。回収

2,403世帯

92.07%

必要な いと思 う

29%

4か町村

49%

合併が必要 と思 う理 由は何ですか ?

(2つまで回答可)総数 2026

258 つ
０

（
Ｕ

Ｏ
乙

24

そ
の
他
の
理
由

他
の
町
村
の
公
共
施
設

が
広
域
で
利
用
で
き
る

よ
う
に
な
る

行
政
経
費

（人
件
費

・

事
務
費
）
の
削
減
が
で

き
る

よ
り
魅
力
あ
る
広
域
的

な
町
づ
く
り
が
で
き
る

行
政
区
域
が
拡
大
し
住
民
の
日

常
生
活
圏
と

一
致
す
る
こ
と
で
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
が
向
上
す
る

組
織
財
源
の
拡
大
に
よ

り
行
政
能
力
が
拡
大
す

る

合併が必要ないと思 う理由は何です

か ?(2つ まで回答可)総数 1192

127

●

61

そ
の
他
の
理
由

現
在
の
町
名
に
愛
着
が

あ
る
か
ら

れ 公

共
施
設
が
統
廃
合
さ

て
し
ま
う
か
ら

町
役
場
が
遠
く
な

つ
て

し
ま
い
サ
ー
ビ
ス
が
低

下
す
る
か
ら

住
民
の
意
見
が
行
政
に

反
映
さ
れ
な
く
な
る
か

ら地
域
の

一
体
感
と
個
性

を
失
う
か
ら

(3)

`お
″ らせのパージ

塵赳証饉珈

必要

必要ない

％

％

９

９

４

２

わ からない
22%_

必要だと思う
49%

5か町村
47%



ト
ン
ネ
ん
内
に

巨
大
な
七
夕
師
り
が
７８
基

湧
水
ト
ン
ネ
ル
七
夕
ま
つ
り

ま
つ
り
期
間
中
　
が
来
場

弟
an
6こ

一老
人
ク
ラ
ブ
演
芸
大
会

７
月
６
日

（土
）
、
高
森
町
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会

（林
成
男
会
長
）

主
催
に
よ
る
、
恒
例
の
老
人
ク
ラ

ブ
演
芸
大
会
が
高
森
中
学
校
体
育

館
で
開
催
さ
れ
、
出
演
者
と
観
客

が

一
体
と
な
り
楽
し
い

一
日
を
過

ご
し
ま
し
た
。

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
は
ク
ラ
ブ

数
が
１７
で
会
員
数
９
７
６
名
。

日
々
励
ま
し
合
い
助
け
合

っ
て

様
々
な
活
動
を
展
開
し
、
ボ
ラ
ン

テ
イ
ア
活
動
な
ど
に
も
お
元
気
で

貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
日
も
、
歌
や
踊
り
の
出
し

も
の
で
出
演
者
は
大

ハ
ッ
ス
ル
。

会
場
内
に
は
大
き
な
拍
手
や
歓
声

が
響
き
わ
た

っ
て
い
ま
し
た
。

●   ●

●   ●
痢ト

７
月
４
日
か
ら
７
日
ま
で
の
４
日
間
に
わ

た
っ
て
、高
森
湧
水
ト
ン
ネ
ル
公
園
で
「七
夕
ま

つ
り
」が
開
催
さ
れ
、期
間
中
約
２
万
人
の
人
出

で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
七
夕
に
あ
わ
せ
高
森
ト
ン
ネ
ル
を
有

効
に
利
用
し
よ
う
と
行
わ
れ
て
お
り
今
回
で
７

回
目
。

ト
ン
ネ
ル
の
内
部
に
は
約
５
メ
ー
ト
ル
の
巨

大
な
七
夕
飾
り
が
７８
基
飾
ら
れ
、
訪
れ
た
人
た

ち
は
一
つ
ひ
と
つ
念
入
り
に
眺
め
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
日
頃
見
慣
れ
な
い
ト
ン
ネ
ル
内
部
や

湧
水
館
で
の
七
夕
書
道
展
の
鑑
賞
、
観
光
協

会
・森
の
風
事
業
組
合
の
「ヤ
マ
メ
の
つ
か
み
取

り
大
会
」や
出
店
組
合
員
等
か
ら
特
産
品
の
出

店
も
あ
り
、
夜
市
気
分
で
の
ん
び
り
と
涼
し
さ

を
満
喫
し
な
が
ら
す
ご
し
て
い
ま
し
た
。

ご
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

今
回
の
七
夕
ま
つ
り
に
、
た
く

さ
ん
の
皆
様
の
ご
協
力
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
お
忙
し
い
中
、
ご
協
力

を
賜
り
ま
し
た
こ
と
を
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。
皆
様
方
の
ふ
れ

あ
い
と
出
会
い
の
場
、
そ
し
て
憩

い
の
場
と
な
る
よ
う
、
来
年
度
も

益
々
発
展
さ
せ
た
い
と
存
じ
ま
す
。・

七
夕
飾
り
を
出
展

い
た
だ
い
た
方
々

（順
不
同
）

高
森
幼
稚
園
、
高
森
保
育
園
、
色
見

保
育
園
、
草
部
・草
部
北
部
保
育
園

合
同
、
野
尻
・
河
原
保
育
園
合
同
、

上
色
見
小
学
校
、
草
部
南
部
小
学

校
、
色
見
小
学
校
、
高
森
小
学
校
、

高
森
東
小
学
校
、
上
在
子
ど
も
学

習
会
、
草
部
中
学
校
、
高
森
中
学

校
、
高
森
東
中
学
校
、
高
森
高
等
学

校
１
‐
１
、
高
森
高
等
学
校
１
‐
２
、

高
森
高
等
学
校
１
‐
３
、
梅
香
苑
、

高
森
寮
、
熊
本
県
信
用
組
合
高
森

支
店
、
肥
後
銀
行
高
森
支
店
、
休
暇

村
南
阿
蘇
、
ひ
ゆ
が
や
、
高
森
モ
ー

タ
ー
ス
、
平
田
医
院
、
馬
原
内
科
医

院
、
南
郷
谷
整
形
外
科
医
院
、
Ｊ
Ａ

阿
蘇
高
森
中
央
支
所
、
高
森
田
楽

村
、
高
森
町
社
会
福
祉
協
議
会
、
高

（阿
蘇
御
神
大
会
）

林
　
　
不
恙

松
野
　
笑
声

妹
一
口
　
　
一
ケ″

口
上
黙
公
子

後
藤
　
信
子

馬
源
　
馬
笑

颯

口
　
一体
仙

浦
塚
　
占

入

相
源
　
白
酔

日
本
　
琴
司

佐
藤
　
菫
信

後
藤
　
愛
子

上
丼
カロ
根
女

渡
辺
　
”云
海

（高
森
菜

の
花
句
会
）

弥
永
　
落

子

閃
中
ロ
　
　
フ
ミ

桐
源
　
寿
子

丼
村
ひ
さ
し

山
村
ふ
み
子

後
藤

つ
み
子

林
　
　
久
恙

古
庄
　
■黍
子

千
ロ
ル
リ
子

馬
源
　
妥
子

岩
下
　
状
美

一
ス
甘
〓

肥

後

狂

句

　

水
無
月

み
じ
め
　
笑
顔ヽ
の
別
居
だ

っ
た
筈

存
分
に
　
宿
敲
柔
め
て
や

っ
て
く
叡

喫
煙
室
　
畳
も
突
う
た
跡
の
あ
る

存
分
に
　
司
直
に
期
待
す
る
庶
民

ま
だ
ら
　
本
な
呆
け
や
ら
一え
居
や
ら

降
る
降
る
　

圧ヽ
敷
に
も
妥
る
沈
両
器

成
長
し
て
　
ど
ぐ
ら
息
子
も
社
長
か

い

降
る
降
る
　
と
う
と

二
番
茶
摘
み
損
ね

喫
煙
宣
　
吸
う
か
て
聞
か
す
レ
ス
ト
ラ
ン

だ
よ
薇
　
規
は
ど
の
子
も
可
愛
か

つ

存
分
に
　
ど
う
せ
貴
方
の
姜
じ
ァ
な

い

喫
煙
室
　
や

っ
と
ご
縁
が
き
ね
ま
し
た

存
分
に
　
今
木
ず
み
の
も
品
で
す

ま
だ
ら
　
沐
ぐ
ダ
イ
ヤ
に
意
味
の
あ
る

¬́
ロリ

湧
水
に
七
ク
写
し
阿
課
の
里

社
に
添
え
人
に
手
渡
す
夏
帽
子

梅
雨
憂
し
と
思

へ
ど
和
む
子
の
便
り

下
山
し
て

一
ト

ロ
を
語
る
湯
舟
か
な

ひ
よ
わ
り
に
■
の
両
影
七
年
忌

若
竹
の
尺
入
竹
て
ふ
山
り
か
な

お
隣
り
と
背
片
の
涼
風
分
か
ち
合

い

小
判
草
だ
け
に
風
あ
る
朝
か
な

老

い
て
尚
願
い
あ
ま
た
や
星
祭
る

夏
の
野
の
花
に
贈
り
し
コ
ン
サ
ー
ト

紫
陽
花
に
の
ぞ
か
薇
て
い
る
露
夭
風
呂
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陸
上
競
技
総
合
成
績

□
総
合
第
二
位

７
月
６
日

（土
）
と
７
日

（日
）
に

コ
ン
テ
ス
ト
を
行
い
ま
し
た
。

特
【　

一選
　
高
森
東
中
学
校
給
食
共
同
調
理
場

席 席

三
　
席

ア
イ
デ
ア
賞

ソ
フ
ト
ボ
ー
ん
男
子

バ
ト
ミ
ン
ト
ン
廿
子

・
ス
ク
ー
ル
バ
ス
職
員
合
同

高
森
保
育
園

馬
場
竹
材

高
森
中
学
校

そ
ば
処
慶
恩

高
森
束
中
学
校

め
ざ
ま
し
テ
レ
ビ

上
色
見
小
学
校

ひ
ゆ
が
や

馬
原
内
科
医
院

ヤマメのつかみどり大会に参加した子どもたち。
バケツの中にはたくさんのヤマメが。

有効投票数 7,061票

出店組合の皆さんも特産品販売等に一役  たくさんの願い事。 きつと、 湧水 トン

ネル公園ならかなえてくれます。

「子どものころに返つたみたい」 と話
しながら、 短冊を付ける中村薬局店員
の春木由美さんと佐伯京子さん

バ ドミントン女子チーム

阿蘇の自然に親 しむ集い

野菜についてパークボランティアの方の説明を受ける参加者たち

ソフトボール男子チーム

町長旗クラス別

ナイターソフ トボール大会

優勝した旭球友のメンバー

７
月
７
日

（陸
上
以
外
）
と
１４
日

（陸
上
）
の
日
曜
日
に
、
阿
蘇
中
部
で

第
５６
回
阿
蘇
郡
民
体
育
祭
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
大
会
で
は
、
本
町
か
ら
参

加
し
た
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
男
子
と
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
女
子
が
そ
れ
ぞ
れ
優
勝
し
、

他
の
種
目
に
お
い
て
も
練
習
の
成
果

を
い
か
ん
な
く
発
揮
し
ま
し
た
。

優
勝

ロ
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
男
子

ロ
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
女
子

準
優
勝

ロ
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
女
子
　
□
柔
道

ロ
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
　
ロ
弓
道

ロ
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
男
子

□
柔
道
個
人
の
部
　
藤
本
政
美

□
弓
道
個
人
の
部
　
岩
下
晴
男

第
三
位

ロ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
男
子

＞

優
秀
作
品
の
皆
さ
ん
に
は
、

今
村
町
長
か
ら
賞
状
と
金

一

封
が
贈
ら
れ
ま
し
た

く

特
選
の
作
品
に
は
、
た
く
さ

ん
の
見
学
者
が
足
を
止
め
て

見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

●   ●

●   ●

町
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
主
催
に
よ
り
、

７
月
８
日
か
ら
２３
日
に
か
け
て
山
村
広

場
で
開
催
さ
れ
、
ク
ラ
ス
別
に
よ
る
熱

戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

※
大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

優
　
勝
　
旭
球
友

準
優
勝
　
村
山
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス

第
二
位
　
Ｈ
Ａ
Ｒ
Ａ
ホ
ー
ク
ス

個
人
賞

最
優
秀
選
手
賞

三
森
頼
利

（旭
球
友
）

優
秀
選
手
賞

桐
原
徳
幸

（村
山
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
）

７
月
２１
日
、
南
阿
蘇
外
輪
山
の
遊
歩

道
を
歩
き
な
が
ら
、
夏
の
野
草
の
観
察

な
ど
を
行
う

「阿
蘇
の
自
然
に
親
し
む

集
い
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
阿
蘇
の
自
然
景
観
や
動
植

物
の
保
護
を
目
的
と
し
た

「パ
ー
ク
ボ

ラ
ン
テ
イ
ア
」
の
皆
さ
ん
が
企
画
し
て

行

っ
て
い
る
も
の
で
、
今
年
は
こ
の
よ

う
な
活
動
を
阿
蘇
郡
内
で
８
回
予
定
。

今
回
は
、
約
５０
名
の
参
加
者
が
あ
り
、

穿
戸
羅
漢
山
と
高
森
峠
の
歴
史
を
訪
ね

な
が
ら
夏
の
野
草
の
観
察
を
行
い
ま
し

た
。

く
町
全
体
で
七
夕
ま
つ
り
を
盛
り
上
げ
よ
う

と
、　
商
工
女
性
部

・
青
年
部
の
皆
さ
ん
の

呼
び
か
け
で
、　
今
年
は
町
内
の
商
店
街
に

約
１
４
０
体
の
七
夕
か
ざ
り
が
飾
り
つ
け
ら

れ
ま
し
た
。

＞
ト
ン
ネ
ル
内
へ
の
入
場
は
、
　
７
月
１
日

か
ら
有
料
化
さ
れ
ま
し
た
。

料
金
徴
収
に
は
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

の
皆
さ
ん
が
活
躍
。

森
郵
便
局
、
阿
蘇
郡
森
林
組
合
高
森

支
所
、
石
原
建
設
、
高
森
警
察
署
、
高

森
町
水
道
事
業
組
合
、高
森
町
建
設

業
組
合
、
高
森
町
建
築
業
組
合
、
南

阿
蘇
鉄
道
、
Ａ
Ｓ
Ｏ
観
光
高
森
タ
ク

シ
ー
、
奥
阿
蘇
物
産
館
、
高
森
小
共

同
調
理
場
、高
森
東
中
共
同
調
理
場

ス
ク
ー
ル
バ
ス
合
同
、
青
山
製
作

所
、
早
川
製
作
所
、伊
澤
製
作
所
、福

永
測
量
設
計
、南
阿
蘇
畜
産
協
同
組

合
、
豊
前
屋
本
店
、
た
か
も
り
花
高

原
、
嶋
田
電
設
、
九
電
工
南
阿
蘇
営

業
所
、
は
な
し
の
ぶ
高
原
ペ
ン
シ
ヨ

ン
村
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
一
の
官
、
高
森
温
泉

館
、
山
見
茶
屋
、岩
下
り
ん
ど
う
園
、

そ
ば
処
慶
恩
、
高
森
町
観
光
協
会
。

森
の
風
事
業
組
合
、青
葉
共
同
作
業

所
（福
岡
県
）、
高
森
町
商
工
会
、
馬

場
竹
材
、
月
廻
り
温
泉
、
ル
ー
ム
９

０
３
、
松
田
音
楽
教
室
、
熊
本
エ
ミ

ナ
ー
ス
、
食
糧
事
務
所
阿
蘇
分
室
、

造
形
教
室
も
こ
も
こ
、
高
田
商
会
、

め
ざ
ま
し
テ
レ
ビ
、
そ
の
他
役
場
内

の
各
課
。
所
。
局
・
室

（９
基
）
あ

わ
せ
て
総
計
７８
基
の
出
展
で
し
た
。

■
湧
水
ト
ン
ネ
ル
の
七
夕
飾
り
は
、

９
月
３０
日
ま
で
展
示
致
し
ま
す
。

入
園
時
間
は
、
９
月
末
ま
で
は

９
時
か
ら
１９
時
ま
で
、
３
月
末
ま

で
は
９
時
か
ら
１８
時
ま
で
で
す
。

(14)(5)

七
夕
吉
道
晨

各
学
年
の
特
選
の
み
掲
載

中 中 中 小 小 小 小 小 小
三 二 一 六 五 四 三 二 一

高
森
小

高
森
小

高
森
小

上
色
見
小

高
森
小

高
森
東
小

高
森
中

高
森
中

高
森
中

福
留
　
佳
帆

山
辺
　
大
輔

山
村
美
紀
子

後
藤
ち
ぐ
さ

山
村
　
秋
沙

伊
藤
　
　
梓

鳩
野
　
文
香

村
上
　
裕
子

鳩
野
　
知
佳

一　
　
崎

ｏ

， 電

亀

鵞吻,1颯
‐‐   奪■

野草の見学に50人 旭球友が総合優勝

所一収嶋
一ヽ

国

一

■
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■
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日′Ｉヽ日只
）

■
１
１

ヽ

１

ノ

ロ
　

ロ

土
′
Ｉ
ヽ

日７
ｒ

■
１
１

月８

今
年
も
ま
た
暑

い
熱

い
夏
が

や
っ
て
き
ま
し
た
。
高
森
の
夏
と
い

え
ば
２
５
０
年
の
伝
統
と
歴
史
を

数
え
る

『
風
鎮
祭
』
で
す
。

今
年
も
伝
統
の

「に
わ
か
」
や
仮

装
行
列
、
花
火
大
会
、
町
民
総
踊
り

な
ど
催
し
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

み
な
さ
ん
、
ご
家
族
や
お
友
達
な

ど
お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
ご
来
場
く

だ
さ
い
。

７
月
９
日
、
高
森
東
中
学
校
体
育
館
で
草
部
南
部
小
、
高
森
東

小
、
草
部
中
、
高
森
東
中
の
４
校
合
同
に
よ
る
バ
イ
キ
ン
グ
料
理

の
給
食
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
各
学
校
の
交
流
を
目
的
と
し
て
毎
年
開
か
れ
て
い
る

も
の
で
す
。

生
徒
た
ち
は
、
血
液
や
肉
の
も
と
と
な
る
食
品
、
力
や
体
温
に

な
る
食
品
な
ど
、
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
な
が
ら
皿
に
盛
り
付

け
て
い
き
、
１
年
生
に
は
６
年
生
が
取
り
方
を
や
さ
し
く
教
え
て

い
ま
し
た
。

そ
の
後
、

１０
人
位
の
グ
ル
ー
プ
か
ら
、
多
い
と
こ
ろ
で
は
４０
人

位
の
グ
ル
ー
プ
に
な
り
、
他
校
と
の
交
流
を
深
め
な
が
ら
楽
し
そ

う
に
食
べ
て
い
ま
し
た
。

初めてバイキング料理を体験する 1年生には、
6年生がやさしく教えていました。

●   ●

●   ●

好きなものをとり終えて、みんな一緒に

「いただきま―す」

フルーツバスケットで大盛 り上が り

カレーライスの夕食会では話もはずんでいます

〒869-1602 熊本県阿蘇郡高森町大字高森 2168 高森町役場企画観光課 広報たかもり担当 岩下 徹

(13)

７
月
１９
日
か
ら
２０
日
に
か
け
て
、
町
立
保
育
園

（
５
園
）

合
同
の
お
泊
り
保
育
が
、
朋
遊
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
お
泊
り
保
育
は
、
一
昨
年
ま
で
は
各
園
ご
と
に
行

つ

て
い
ま
し
た
が
、
他
園
児
と
の
交
流
な
ど
を
目
的
と
し
て
、

今
回
か
ら
合
同
で
行
い
、
各
園
の
年
長
児
さ
ん
と
年
中
児
さ

ん
１４
人
が
参
加
。

子
ど
も
た
ち
は
、
ゲ
ー
ム
や
宝
探
し
、
き
も
だ
め
し
、
花

火
大
会
な
ど
で
楽
し
い
夜
を
過
ご
し
ま
し
た
。

こ
の
お
泊
り
保
育
で
、
子
ど
も
た
ち
は
ま
た

一
歩
成
長
し

た
こ
と
で
し
ょ
う
。

※両日とも 10時 00分～ 23時 00分の間は中心部
への交通が規制 されます。

■風鎮祭委員会 (高 森町商 工会 )

lEL 2-0274

(6)

催  し  物 場   所 時  間

五穀豊穣祈願祭
奉納風鎮太鼓

高森阿蘇神社 8:00～

樽神輿 町 内 10:00～

高森幼稚園子ども神輿 町 内 10:00～

子 ども広場
肥後銀行
駐車場

10:00～

五町向上会競演 町 内 11:00～

学園広場
「高森高校です」(演奏)

中央舞台 12:00～

風鎮太鼓 中央四つ角 14:00～

代継太鼓 中央四つ角 14:30～

山引き 中央四つ角 15:20～

造 り物表彰式 中央四つ角 18:30～

節 刀渡 し 中央四つ角 19i00～

にわか (移動舞台 ) 町 内 19:30～

日本舞踊 (新舞踊 ) 中央舞台 19:30～

民謡競演 中央舞台 20:00～

にわかコンクール 中央舞台 21:30～

催  し  物 場   所 時  間

目覚 し 中央四つ角
～町 内

0:00～

子 ども手踊 り 各区町内～
中央四つ角

10:00～

高森商店会抽選会 中央舞台 13:00～

役場仮装行列 各区町内 13:30～

オープニングセレモニー
●風鎮太鼓
●開会式
●中学校ブラスバンド

中央四つ角 15:00～

熊本県警ブラスバンド 中央四つ角 16i30～

風鎮総踊 り 町 内 18:00～

にわか (移動舞台 ) 町 内 19:00～

ブラス演奏
(フ ァイヤーステイツ)

中央四つ角 19:00～

花火大会 高森駅西側 20:10～

バン ド演奏
奥阿蘇ウイングス (草部)

バン ド演奏
ロアリングサウンズ (野尻)

中央舞台 20:10～
■
転
居
の
と
き
は

連
絡
く
だ
さ
い

広
報
た
か
も
り
が
宛
先
不

明
で
返
送
さ
れ
る
こ
と
が
し

ば
し
ば
あ
り
ま
す
。
住
所
、

氏
名
の
変
更
な
ど
、
早
め
に

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

■
ふ
る
さ
と
へ
の
熱
い
想
い

お
寄
せ
く
だ
さ
い

ふ
る
さ
と

へ
の
想
い
や
近

況
報
告
、
た
か
も
り
の
発
展

に
役
立

つ
お
住
ま
い
の
街
の

紹
介
な
ど
を
お
寄
せ
く
だ
さ

い
。
本
誌
で
紹
介
し
ま
す
。

■
広
報
郵
送
料
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す

本
誌
は
毎
月
３
３
０
０
部

を
印
刷
し
、
町
内
配
布
と
共

に
北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
の

た
か
も
り
出
身
の
皆
様
に
も

お
送
り
し
て

「ふ
る
さ
と
の

便
り
」
と
し
て
ご
愛
読
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

皆
様
方

の
ご
協
力
に
よ

り
、
昨
年
度
は
Ｈ
万
円
を
超

え
る
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

（寄
付
い
た
だ
い
た

方
は
お
名
前
を
紹
介
）

本
誌

は
郵
送

の
場
合
、

ｌ
ヶ
月
に
１
４
０
円
か
か
り

ま
す
。
（広
報
誌
代
は
別
）

引
き
続
き
、
現
金

（小
為

替
な
ど
）
や
、

９０
円
以
下
の

少
額
切
手
で
１
年
分
程
度
の

ご
寄
付
を
毎
年
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

広報たかもり からのお願い

軋鵞蜆
||:ζll:|||||||||:||‐

‐・

栞
し
い
栞
し
い
お
過
ま
り
保
自

磯 =

跛

8月 18日 (日 )8月 17日 (土 )

たかもり出身の皆様へ



働
く
厳
し
さ
と
喜
び
を
実
感

高
森
高
校
で
職
業
体
験

高
森
高
校
の
２
年
生
が
、
７
月

９
日
か
ら
３
日
間
、
町
内
の
事
業

所
な
ど
３４
か
所
で
職
業
体
験
を
行

い
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
将
来
の
自
分
を
描
く

き

っ
か
け
や
、
サ
ー
ビ
ス
、　
マ

ナ
ー
を
身
に
つ
け
て
も
ら
お
う
と

今
年
か
ら
新
た
に
実
施
さ
れ
た
も

の
で
、
遠
く
は
熊
本
市
動
植
物
公

園
で
の
体
験
を
行

っ
た
生
徒
も
い

備風づくり・ 健康づくりのお
|¥1伝

1‐ 違
地域のフアミリースポーツの振興や健康づくりのお手伝いをされる体育指

導委員と、競技スポーツの振興に努められる体育協会役員の改選が4月 1日

付けで行われましたのでお知らせします。任期は2年間です。

ま
し
た
。

高
森
寮
で
職
業
体
験
を
行

っ
た

笠
恵
美
さ
ん
は
、
鶏
の
え
さ
を
作

り
終
え
た
後

「福
祉
に
関
す
る
仕

事
を
希
望
し
ま
し
た
。
思

っ
た
よ

り
大
変
だ
け
ど
、
や
り
が
い
の
あ

る
仕
事
だ
と
思
い
ま
す
」
と
笑
顔

で
話
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
高
森
温
泉
館
で
受
け
入

れ
を
行

つ
た
草
村
支
配
人
は

「笑

顔
で
元
気
よ
く
挨
拶
し
、
積
極
的

に
仕
事
に
取
り
組
む
姿
勢
な
ど
大

変
立
派
な
４
人
で
し
た
。
お
客
様

も
感
心
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
」
と

話
さ
れ
ま
し
た
。

●

体
育
協
会
役
員

▼
理
事
長
　
宇
藤
晴
幸
　
▼
副
理
事
長
　
岡
田
　
清

体
育
指
導
委
員

▼
委
員
長
　
本
田
生

一
　

▼
副
委
員
長
　
岡
田
　
清

高森寮で約 2000羽分の鶏のえさを作っています

高森温泉で職業体験をする皆さん

●

●   ●

阿輛郡消防団操法大書 dH

各競技で健闘
７
月
２１
日
、
波
野
村
民
グ
ラ
ウ
ン

ド
で
阿
蘇
郡
消
防
操
法
大
会
が
開
か

れ
ま
し
た
。

本
町
か
ら
は
、
小
型
ポ
ン
プ
の
部

で
第
２
分
団
と
ポ
ン
プ
車
の
部
で
第

１
分
団
が
出
場
。

残
念
な
が
ら
両
分
団
と
も
入
賞
は

逃
し
ま
し
た
が
、
練
習
の
成
果
を
存

分
に
発
揮
し
ま
し
た
。

６
月
２９
日
～
７
月
３
日
、
阿
蘇
郡
中
体
連
夏
季
大
会
が
郡
内

一
円
で

開
催
さ
れ
、
町
内
の
中
学
校
か
ら
も
多
く
の
選
手
が
出
場
し
、
各
競
技

に
健
闘
し
ま
し
た
。

ま
た
、
水
前
寺
陸
上
競
技
場
に
お
い
て
全
日
本
中
学
校
通
信
陸
上
競

技
大
会
県
大
会
も
開
催
さ
れ
、
共
通
男
子
走
り
高
跳
び
で
草
部
中
学
校

の
岡
本
卓
也
君
が
準
優
勝
し
、
九
州
大
会

へ
の
出
場
を
決
め
ま
し
た
。

郡
中
体
連
夏
季
大
会
結
果

（三
位
ま
で
の
入
賞
掲
載
）

優
　
勝

準
優
勝

第
二
位

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
男
子
　
（高
森
中
）

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
女
子
　
（高
森
東
中
）

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
男
子
　
　
　
（高
森
東
中
）

サ
ツ
カ
ー
　
　
　
　
　
　
　
（高
森
中
）

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
男
子
団
体
　
（高
森
東
中
）

柔
道
男
子
個
人
６０
ｋｇ
級
　
　
　
　
　
一三
井
　
康
生

剣
道
男
子
団
体
　
　
　
　
　
（高
森
中
）

卓
球
女
子
団
体
　
　
　
　
　
（草
部
中
）

柔
道
男
子
個
人
８ｌ
ｋｇ
級
　
　
　
　
　
住
吉
　
　
健

空
手
道
男
子
形
の
部
　
　
　
　
　
　
後
藤
　
将
匡

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
個
人
　
本
田
将
昭

。
野
尻
卓
郎
組

（高
森
中
）

（高
森
中
）

（高
森
中
）

（高
森
東
中
）

本町代表で小型ポンプの部に出場した
第 2分団の競技のようす

(12)

役職 名 氏  名 選 出 母 体 等

名誉会長 今村 博信 高森町長

△
ム

自
丁て 山村 紘司 知識経験者

副会長 村 上 正誠 知識経験者

副会長 佐藤 昭也 高森町教育長

監  事 田代 廣 知識経験者

監  事 杉永 竹範 町議会監査委員

監  事 甲斐 利子 地区選出 (高 森 )

理  事 宇藤 晴幸 知識経験者

理  事 田代 靖人 知識経験者

理  事 本 田 生 高森町体育指導委員

理  事 岡 田  清 地区 (高 森 )

理  事 小林 正一 地区 (高 森 )

理  事 後藤 廣一 地 区 (色 見 )

理  事 阿南 光政 地 区 (草 部 )

理  事 伊東 義昭 地 区 (野尻 )

理  事 佐藤  徹 屋外競技 (グラウンドゴルフ)

理  事 藤本 康雄 屋外競技 (サ ッカー )

理  事 古庄  良一 屋 内競技 (バ レー )

理  事 桐原 伸夫 武道 (柔 道 )

理  事 大谷 正 陸 上

理  事 二 森
当室 ―占

‐

お 科 司 町議会 文教厚 生委員長

氏  名 地  区

本 田 生 上色 見

鶴林  豊成 尾  下

岩 下 利博 高  森

後藤  幸男 河  原

岡 田  清 高  森

宇藤 康博 色  見

下 田 命子 高  森

白石  富子 津  留

甲斐 睦夫 中

大内田弘徳 草  部

田代 洋樹 高  森

長 岡理恵 子 高  森

下 田 靖子 高  森

進  ま り子 津  留

小林  正一 高  森

車
椅
子
の
方
も
安
心

高
森
寮
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
に
新
し
い
送
迎
用
車
両

寄
付
金
付
き
の
お
年
玉
付
郵

便
葉
書
等
か
ら

の
寄
付
に
よ

り
、
高
森
寮
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
に
新
し
い
送
迎
用
の
車

両
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。
車
椅

子
の
方
の
乗
り
降
り
も
簡
単
に

で
き
ま
す
。

交
通
安
全
功
労
者
表
彰

大
塚
弘
倫
さ
ん

（高
森

・
下
町
）

江
藤
明
徳
さ
ん

（芹
口

・
芹
口
）

地
域
社
会
に
お
い
て
、
交
通

安
全
の
た
め
に
献
身
的
に
実
践

活
動
を
行

っ
て
い
る
こ
と
が
認

め
ら
れ
、
５
月
２７
日
、
県
知
事
か

ら
功
労
者
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。

お
二
人
と
も
、
交
通
指
導
員

と
し
て
１９
年
目
を
迎
え
ら
れ
、

現
在
も
交
通
安
全
協
会
の
支
部

長
を
努
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
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～どまごレ●ッキー…

□材料 (天 板 1枚分 )

A・ バター 50g・ 砂糖 30g・ 卵 1個 。薄力

粉 200g。 ベーキングパウダー小さじ1/2
B・ バター 50g・ 砂糖 50g。 はちみつ 30g。

生クリーーム 30 cc。 ごま120g
作 り方

①小麦粉、ベーキングパウダーをあわせてふ

るっておく。②バターと砂糖を良く混ぜ、①

を入れ、クッキー生地を作る。③②を天板の

大きさに伸ばし、170℃ に熱したオーブンで

5分焼く。④ Bの材料のごま以外を耐熱容器

に入れ、ラップをしてレンジで4分温める。

その中にごまを混ぜ込み、③に塗 り、170度
のオーブンで 15分焼いて出来あがり。

食生活改善推進員

矢野カス ミさん (旭通)の作品

栄菅士のいただきます

水分の上手なとり方

体を動かす機会も多く新陳代謝が盛んな子ども達が、

たくさん汗をかくこの季節は、夏バテや熱中症を防ぐ

ためにも、補給する水分の中身やとり方に気を配るこ

とが大切です。そして、夏休み中に心配になるのは、不

規則な生活です。それに伴 う間食のとりすぎも気にな

るところ。特に甘いお菓子や清涼飲料など、糖分をたく

さん含むものは、ついとりすぎになりがちです。

清涼飲料を水代わ りにしない !

つい飲んでしまいがちな、ジュースなどの清涼飲料

は、糖分をとりすぎた り食欲を低下させ、夏バテの原因

になりやすいので、水分補給には向いていません。

ふだんの水分補給にはお茶や麦茶などにしましょう。

気になる、清涼飲料の糖分量 !

最近は果物の天然水などが売られていますが、これ

は水分だけでなく甘さがあるので要注意です。また、ス

ポーツ ドリンクのペ ットボ トル入 り(500ml、 13
5キ ロカロリー)を飲む子どもがいますが、これ も甘さ

があるので、量を決めてとるようにしましょう。

糖分のとり方をもう一度見直してみましょう。でき

れば、手作 りのおやつや野菜ジュースで糖分を加減 し

たいものですね。

●   ●

●   ●

アマチュア劇団おいおい

劇団おいおいは、ボランティアで学校、

施設、保育園などに笑いとふれあいの楽 し
いひと時をお届けしています。

昔懐かしいコン ト55号を思い出させる
正統派のショー トコン トですので、子ども
からお年寄りまで楽しめます。

お誘い合わせの上ご来場ください。

日 時 平成 14年 9月 7日 (土 )

開場 午後 2時
開演 午後 2時 30分
終演 午後 4時

場 所 高森町林業総合センター

大会議室

入場料 無料

後 援 高森町教育委員会

例年敬老会の折に支給しておりました敬
老祝金を今年度から下記のとおり変更いた
しますので、ご理解とご協力をお願いいた
します。
また、敬老会出席対象者が75歳以上とな

りました。

074歳の方の記念品代 廃止

075歳以上の方 一律 5,000円

(た だし下記に該当する方を除く)

○満 77歳の方 10,000円
○満 88歳の方 20,000円
○満 100歳の方 50,000円

■お問い合わせは 役場保健福祉課福祉係
■L2-1111(内 線 121)

延岡駅前～高森中央～熊本駅前

平成 14年 8月 1日 から、特急バスたかちほ号の

停留所が、「高森町役場入口」(A&S前 )か ら「高

森中央」(役場高森中央出張所前 。産交跡)に変更

になりました。

■時刻表 (上 り下 りとも 1日 3便運行 )

主要バス停のみ掲載 します。
(停留所数は全部で 24です )

涙
を
流
す
心
は

一
緒
で
す

い
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

痛
み
が
わ
か
る

だ
か
ら
あ
な
た
と
私
は

★
こ
の
詩

の
よ
う
に
、
人
の
痛
み
の
わ
か
る
心
を
も
ち
た

い
も
の
で
す
ね
。
そ
の
心
が
差
別
を
な
く
す

の
で
は
な

い

で
し
ょ
う
か
。

〈
　
つ
な
が
ろ
う

　

一
人
ひ
と
り
の
　
心
の
輪

〉

（高
森
町
人
権
啓
発
フ
エ
ス
テ
イ
バ
ル
啓
発
標
語
の
中
か
ら
）

住
民
生
活
課
　
同
和
対
策
係

つ
Ｐ

阿蘇広域行政事務組合消防本部

南部分署  ■L2-9034

遊ぶときの注意

①バケツを用意 して、遊び終わったら完全に消火しましょう。

②花火を人や家に向けたり燃えやすいものの近くで遊ばない。

③たくさんの花火に一度に火をつけない。正 しい位置に点火する。

④風の強い時は花火遊びをしないでくだ さい。

⑤花火をほぐした り、ポケットに入れた りしない。

な

み
だ

　

な
が

　

こ
こ
ろ

　

い

っ
し
よ

傷与ち
/D 

が Ĵ´ 、
イO

な

じ
ヽ 一`

ノlヽ こ~ろ

着
て
い
る
服
は

ち
が
う
け
ど

得
意
な
も
の
も

に
が

て
な
も

の
も

ち
ンう`
つ
け
ど

あ
な
た
と
私

―
′Ｖ

て

つ
け
ど

わ
た
し

ふ

く

い よいよ夏本番 とな りま した。 この季節は、至る所か ら子 どもた

ちのは しゃぐ声が聞 こえて実 に心和む時期ではないで しょうか。

《夏》 と言えば花火ですね。 しか し、その優雅 さの半面に危険性

を兼ね備えていますので正 しい遊び方を心がけてください。

※取扱説明書をよく読んで遊びま しょう。間違った遊び方 をすると

や け どや火災の原因にな ります。
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わ  ~ろ
た は

´

ヽ

ヽ
■

人
だ

じ
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友
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新しいバス停

至高千穂・延岡
<高森中

↑
イ覺:療議課中決付
に交珈

高森高校

「

~¬
・

  |  |

| ヒ 」

高1柳1確場
されたバス停

I曹協駅

l

V

高森町役場入口

至熊本

熊本駅前 9:01 14:31 17:01 11:25 13:35 19:25

高森中央

↓

10:41

↓

16:11
↓

18:41
|

9:46 11:56 17:46

延岡駅前 12:58 18:28 20 58

l

7 30 9:40 15:30

睛なんでも南豊3分

´
〈Ｕヘ

りヽこ

～夏を元気に乗 りきる～

異い0劇 □ がいつて来る  特急バス「たかちほ号」の

´ヘ

レ

停留所が変わりました

”
千

花火遊びを楽しむために



消
費
税
及
び
地
方
消
費
税

の
期
限
内
納
付

納
税
は
社
会
の
基
本
的
な
ル
ー

ル
で
す
。

消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
は
、

消
費
者
か
ら
の

「預
り
金
的
な
性

格
」
を
有
す
る
税
金
で
す
か
ら
、
日

ご
ろ
か
ら
納
税
の
た
め
の
資
金
の

備
蓄
に
努
め
、
期
限
内
に
確
実
に

納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

期
限
内
に
納
付
さ
れ
な
い
場
合

は
、
本
税
の
ほ
か
、
完
納
の
日
ま
で

の
延
滞
税
も
併
せ
て
納
付
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
督
促
を
受
け
て
も
納
付

さ
れ
な
い
場
合
に
は
、
売
掛
金
、
預

金
、
不
動
産
等
の
財
産
の
差
押
え

を
受
け
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

特
に
、
売
掛
金
等
の
差
押
え
を

受
け
ま
す
と
大
事
な
取
引
先
か
ら

の
信
用
を
失
う
こ
と
に
も
な
り
か

ね
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
に

な
ら
な
い
よ
う
期
限
内
に
確
実
に

納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
期
限
内
に
納
付
で
き
な

い
事
情
が
あ
る
方
は
、
お
早
め
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。 広

一　
“薇

　

災
害
に
あ
っ
た
と
き
の
税

地
震
・火
災
・
風
水
害
な
ど
の
災

害
に
よ
り
住
宅
や
家
財
な
ど
に
損

害
を
受
け
ら
れ
た
方
々
に
は
、
次

の
と
お
り
納
期
を
延
ば
し
た
り
、

税
金
を
軽
減
し
た
り
す
る
方
法
が

あ
り
ま
す
。

ま
た
、
災
害
の
復
旧
資
金
の
融

資
を
受
け
る
た
め
の
納
税
証
明
書

は
無
料
で
発
行
し
て
い
ま
す
。

災
害
の
後
始
末
が
済
み
ま
し
た

ら
、
遠
慮
な
く
最
寄
り
の
税
務
署
や

税
務
相
談
室
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
阿
蘇
税
務
署

Ъ
０
９
６
７
・
２
２
・
０
５
５
１

■
税
務
相
談
室
熊
本
東
分
室

ｈ
０
９
６
７
・
２
２
・
０
５
５
９

保
険
料
の
納
付
は
口
座
振
替
が
便
利
で
す

/ノ ノ′/
′ ′

●

●

平
成
１４
年
４
月
か
ら
、
国
民
年

金
保
険
料
の
納
付
方
法
が
、
市
町

村
の
窓
口
か
ら
直
接
国
に
納
め
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

本
町
で
は
、
４
月
末
現
在
で
５２

％

（
７
３
１
人
）
の
方
が
口
座
振

替
を
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

口
座
振
替
を
利
用
さ
れ
ま
す
と
、

保
険
料
は
預
金
口
座
か
ら
毎
月
自

動
的
に
引
き
落
と
さ
れ
、
納
め
忘

れ
の
心
配
が
な
く
手
間
と
時
間
が

省
け
て
便
利
で
す
。

お
申
し
込
み
は
、
「
口
座
振
替
申

出
書
」
を
ご
希
望
の
金
融
機
関
（銀

行
、
農
協
、
信
用
組
合
、
郵
便
局

等
）
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
際
、
預
金
通
帳

。
通
帳
の

お
届
け
印

。
保
険
料
納
付
書
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

■
住
民
生
活
課
国
民
年
金
係

Ｌ
２
・
１
１
１
１

（内
線
１
３
２
）

人■
企
画
観
光
課
　
▼
企
画
観
光

課
長
補
佐
兼
商
工
観
光
係
長

杉
田
則
秋

（税
務
課
長
補
佐
兼

国
民
健
康
保
険
係
長
）

■
税
務
課

▼
税
務
課
長
補
佐

兼
国
民
健
康
保
険
係
長
　
岩
下

茂
巳

（
保
健
福
祉
課
福
祉
係

長
）

■
農
林
振
興
課
　
▼
林
業
振
興

係
長
　
田
上
員

一
（高
森
中
央

出
張
所
住
民
係
長
）

■
高
森
中
央
出
張
所
　
▼
住
民

係
長
　
甲
斐
利
男

（農
林
振
興

課
林
業
振
興
係
長
）
　

．

■
保
健
福
祉
課
　
▼
福
祉
係
長

阿
南

一
也

（企
画
観
光
課
商
工

観
光
係
長
）

■
住
民
生
活
課
　
▼
戸
籍
住
民

係
　
古
庄
秀
子

（税
務
課
国
民

健
康
保
険
係
）

■
税
務
課
　
▼
国
民
健
康
保
険

係
　
今
古
輝
子

（住
民
生
活
課

戸
籍
住
民
係
）

事 8
異 月
動 1

⌒｀
を 目
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1薄 し 町
輝 た 職′
|ホ °

員
の

(9)

ノ′′
¬

■ ・D

国

民
年

金

だ

よ

り

13,300円です。

お得な 1年分や6か月分の前納

も囲座振替できます。また、□座

振替できなかったときは、翌用の

保険料と一緒に再振替を行うな

ど、ますます便利な□座振替をこ

の機会にはじめませんか ?

毎月の保険料は



ぁ綺臓1と言L健康講座
子
ど
も
に
起
き
や
す

い

事
故
や
病
気

み
な
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
暑
い

日
が
続
い
て
い
ま
す
が
い
か
が
お

過
ご
し
で
し
ょ
う
か
？
夏
休
み

真

っ
只
中
で
子
ど
も
た
ち
も
遊
び

に
忙
し
い
こ
と
で
し
ょ
う
。

さ
て
、
こ
の
シ
ー
ズ
ン
家
族
で

出
か
け
る
こ
と
も
多
い
と
思
い
ま

す
が
、
子
ど
も
に
起
き
や
す
い
事

故
や
病
気
に
つ
い
て
お
話
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

意
識
が
あ
る
場
合

は
、
衣
類
を
脱
が
せ
て
体
を
拭

き
、
乾
い
た
服
を
着
せ
て
体
温
が

下
が
ら
な
い
よ
う
に
し
様
子
を
見

ま
す
。
し
か
し
、
意
識
が
な
い
場

合
は
救
急
車
を
呼
び
、
仰
向
け
に

寝
か
せ
て
あ
ご
先
を
引
き
上
げ
て

気
道
を
確
保
し
ま
す
が
、
呼
吸
が

な
い
場
合
人
工
呼
吸
を
し
ま
す
。

さ
ら
に
脈
拍
が
な
け
れ
ば
心
臓

マ
ッ
サ
ー
ジ
を
行
い
ま
す
。
日
頃

か
ら
応
急
処
置
の
方
法
は
知

っ
て

お
く
必
要
が
あ
る
で
し
よ
う
。

体
内
に
熱
が
た
ま

っ
て
お
こ
る
も
の
で
、
顔
が
赤
く

な

っ
て
ぐ

っ
た
り
し
ま
す
。

４０
℃

近
く
ま
で
発
熱
し
、
頭
痛
や
吐
き

気
を
も
よ
お
し
ま
す
。

ま
ず
涼
し
い
と
こ
ろ
に
寝
か

せ
、
風
や
水
で
体
を
冷
や
し
ま
す
。

そ
し
て
、
意
識
が
は
っ
き
り
し
て

い
る
と
き
は
、
水
分
を
補
給
し
ま

す
。熱

が
あ

つ
て
も
元
気
が
よ
く
、

食
欲
が
あ
れ
ば
そ
の
ま
ま
様
子
を

み
て
も
い
い
の
で
す
が
、
高
熱
が

あ

っ
て
意
識
が
な
い
、
ま
た
は
呼

吸
困
難
に
な

っ
た
時
は
救
急
車
を

呼
び
ま
す
。

予
防
と
し
て
疲
れ
て
い
る
と
き

は
、
十
分
睡
眠
を
と
ら
せ
て
か
ら

遊
ば
せ
る
こ
と
。
日
差
し
の
強
い

と
き
は
昼
寝
を
し
て
か
ら
、
必
ず

つ
ば
の
広
い
帽
子
を
か
ぶ
せ
ま
す
。

夏
か
ぜ
か
な
と
思

つ

た
ら
、
水
分
補
給
を
十
分
に
し
の

ど
や
日
、
手
足
を
チ

ェ
ツ
ク
し
受

診
し
ま
し
よ
う
。

園
Ⅲ
田
Ⅲ
И
田

‐―‐
円
］
乳
幼
児
に
多

く
１
～
３
日
間
、
突
然
熱
が
あ
が

り
の
ど
の
奥
に
水
泡
性
発
疹
が
で

き
、
痛
み
を
訴
え
ま
す
。

日
Ｈ

‐
・
―‐
閣
剛
］
咽
頭
結
膜
熱
と
も
呼

ば
れ
の
ど
と
日
に
炎
症
が
見
ら
れ

熱
発
し
ま
す
。
プ
ー
ル
で
う

つ
る

こ
と
も
あ
る
の
で
プ
ー
ル
熱
と
呼

ば
れ
て
い
ま
す
。

口
□
閣
凹
阿
］
軽
い
発
熱
か
ら
始
ま

り
、
手
の
ひ
ら
や
足
の
裏
、
口
腔

内
、
日
唇
に
水
泡
性
の
発
疹
が
で

き
ま
す
。
ま
れ
に
、
ウ
イ
ル
ス
性

髄
膜
炎
を
起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

草
部

口
野
尻
地
区
担
当
の

保
健
師

で
す

草
部
・野
尻
地
区
の
皆
さ
ん
、
５

月
か
ら
朋
遊
館
を
拠
点
に
皆
さ
ん

の
健
康
づ
く
り
の
お
手
伝
い
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
保
健
師
の
下

薗
貴
子
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た

し
ま

す
。
お
気
軽

に
声

を

掛

け

て
く

だ

さ
い
。

真
夏
の
事
故
の

３
要
素

●

夏真 っ盛 り |こ の時期 は、開放的

な気分 にな りがちです。

そのためか、毎年この時期は、速度

を出 しす ぎての事故や、無理 な追い

越 しによる事故が増加 します。

一時の快楽が、死への扉 をたたくこ

とにもな りかねません。

高編警察署 より 高森警察署 ■L2-0110

//青 い空、白い雲 速度を出|＼

/したいその気持 ち、わからない＼
′
でもあ りません。        ｀

でも、そんな隙間を事故は狙いま
す。 目的地までは、いつもと同じ安

全運転で。

●

.、 もヽ

費造易い
ヽ
｀
し'

ドラ
/だ 叉 蝙 ;/高速でカーブ ＼くlグ

を曲がる見栄っ張り /~
運転 !

タイヤに大きな負
担がかか り、ひ とたび

t 事故になる と、大

＼ 惨事。

判 断 ミス

(谷 底に転落)

し

長距離の
イブ、深夜、

早朝からの運転は疲
れて当然です。
サービスエリアや

道の駅等で気分をリ
フレッシュし、無理
のない運転をしま
よ つ。

(10)

ヽ
お豫
跡

´ν～ 無謀運転をやめよう

口笛が

悲嗚に変わる

飛ば しす ぎ 見栄 つ張 り
疲 労


